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[bookmark: _Toc465856401][bookmark: _Toc22920184]本書を理解するために
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の基本を形成し、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。
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[bookmark: _Toc465856402][bookmark: _Toc22920185][bookmark: _Toc360179415]モジュールの経路PE 01: 戦略別投資内訳
PE 01: RIへのアプローチの説明
ゼネラルパートナー(GP)/PE運用会社のみ
PE 02: 通常の所有権レベル
PE 02: 投資ガイドラインおよびRI
PE 03: ファンドの募集要項およびRI
PE 04: 正式なRIの確約

PE 05: 運用会社を選定する際のESG問題の組み入れ


PE 06: 運用会社の選定で検討されるESG情報の種類
PE 07: 投資先における改善

PE 08: 運用会社の選定プロセスにおけるESG問題の影響
投資対象を選定する際にESG問題が取り入れられる
投資対象を選定する際にESG問題が取り入れられない
PE 09: ESGパフォーマンスの監視対象となる企業の割合
モニタリングにESGが含まれる
モニタリングにESGが含まれない
PE 10: サステナビリティに関するポリシーがあるポートフォリオ企業の割合
PE 11: ポートフォリオ企業がESG問題を業務に取り入れるために取る行動
PE 12: ポートフォリオ企業から受領する報告書の種類および頻度
PE 13: エグジット前のESG問題の開示
PE 14: 財務/ESGパフォーマンスに影響したESG問題
PE 15: 組織のPE投資に影響したESG問題の例
PE 16: 一般および顧客(LP)/受益者に開示するESG情報
PE 終了: モジュールの確認ページ




 strategy
PE 01:Breakdown of investments by strategy




ゼネラルパートナー(GP)/PE運用会社のみ

[bookmark: _Toc465856403][bookmark: _Toc22920186]序文
本モジュールでは、単独で、または共同投資プログラムを通してポートフォリオ企業への直接投資家として活動するゼネラルパートナー（GP）、プライベートエクイティ（PE）のファンドマネージャーやリミテッドパートナー（LP）からの情報を求めています。GPを選択したり、ファンドオブファンズを通じて行う委託プライベートエクイティ投資については本モジュールではなく、委託 - 運用会社の選定、指名、モニタリング（SAM）モジュールで報告してください。
上場企業への投資は通常、上場株式 - 積極的な保有モジュールおよび上場株式 - 組み入れモジュールで報告しますが、プライベートエクイティの投資家が上場株式の保有の大部分の支配の獲得を目的とした戦略がある場合には、本モジュールで報告することがあります。大部分の支配とは通常、取締役のほか、委任状による議決権の行使や株主のエンゲージメント以上の影響力を及ぼす役職の選出または指名において、投資家としての影響力を持つ所有比率の保有によって実現されます。これに該当する場合、組織のアプローチおよび上場企業と非上場企業の内訳を説明できます。
本モジュールでは、私募債への投資についても報告しないでください。私募RI実施は、自己運用 – 債券(FI) モジュールの社債(非金融)で報告することができます。また、不動産およびインフラ投資については本モジュールではなく、専用の自己運用 - 不動産および自己運用 - インフラモジュールで報告してください。
本モジュールの一部の指標は、一部または全部が以下とも重複しています。
· PRIリミテッドパートナー責任投資デューデリジェンス質問票（PRI LP Responsible Investment DDQ） 
· プライベートエクイティにおけるESG監視、報告、対話に関するPRIガイダンス（PRI ESG monitoring/reporting guidance）
· インスティテューショナル・リミテッド・パートナーズ・アソシエーション・デューデリジェンス質問票（ILPA DDQ）
PRIの直接PEモジュールでは、個々のファンドレベルではなく、組織レベルおよびプライベートエクイティ投資全体に関する情報を要求しています。
本モジュールは主に以下の2つのセクションから構成されています。
· 投資前のプロセス。新規のプライベートエクイティに対し、組織が設定している初期スクリーニング、デューデリジェンス、投資決定プロセス。
· 投資後のプロセス。プライベートエクイティ投資のモニタリングおよび実施プロセスにおけるESG問題の考慮。



	プライベートエクイティ
	定義

	ゼネラルパートナー/
マネージャー
	ゼネラルパートナー（GP）とは通常、プライベートエクイティの企業内の専門職およびリミテッドパートナーシップにおけるその専門的な役職を指します。ゼネラルパートナー/マネージャーは初期スクリーニング、デューデリジェンス、分析を実施し、将来の投資案件への助言、ファンドの運用、販売促進、管理を行います。GPと言う用語はファンドのマネージャーまたは投資アドバイザーを指す場合もあります。

	リミテッドパートナー/
顧客
	リミテッドパートナー（LP）/顧客とは、機関投資家、ソブリンファンドおよび寄付基金、ファミリーオフィス、富裕層の個人などを指します。こうした組織は通常ファンドの投資家として活動し、リミテッドパートナーシップのリミテッドパートナーと呼ばれます。



改正の概要
プライベートエクイティモジュールは、2019年度からそれほど大きく変更されていません。データの質や評価を改善するために一部で細かい修正が行われています。本ガイダンスも全体的に明確になっています。

	2020年 指標
	更新の概要

	PE 04、PE 06、PE 07、PE 08
	評価方法を明確化しました。


モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。
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	　セクション

	[bookmark: _Toc465856405][bookmark: _Toc22920187]概要



	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 01
	自主開示 
	説明
	PRI 1-6



	PE 01
	指標

	PE 01.1
	プライベートエクイティの責任投資に対する組織のアプローチの概要を説明してください。

	
	



	PE 01
	説明

	PE 01
	この指標で報告される情報により、組織のプライベートエクイティ投資の背景やプライベートエクイティの責任投資に対するアプローチが明らかになります。プライベートエクイティへの直接投資をここで説明してください。組織に代わって他の運用会社が運用するプライベートエクイティファンドへの投資は、委託 - 運用会社の選定、指名、モニタリング（SAM）モジュールで捕捉します。

	PE 01.1
	これには、プライベートエクイティ・ポートフォリオの特性（保有のレベル、セクターや企業の種類、地理的分散など）によって、組織がプライベートエクイティ投資や、責任投資の実施に影響を与える方法はどのような影響を受けるかを説明することなどが含まれます。





	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 02
	必須
	コア評価
	PRI 2



	PE 02
	指標

	PE 02.1
	組織の投資活動が、責任投資ポリシーを指針としているか、責任投資ガイドラインに従っているかを示してください。

	
	 投資活動は責任投資ポリシーを指針としている。
 投資活動は責任投資ポリシーを指針としていない。
 責任投資ポリシーがない。

	PE 02.2
	投資活動におけるESG問題に対するスタッフおよびポートフォリオ企業のアプローチへの期待について、どのように組織がその概要をまとめているか説明してください。また責任投資/ガイドラインおよび組織が組織内のスタッフとポートフォリオ企業の経営陣に責任投資への期待をどのように説明または伝達しているかについて、その範囲を説明してください。
[任意]

	
	




	PE 02
	説明

	PE 02
	投資ガイドライン
プライベートエクイティ投資のガイドラインで責任投資について言及しているか、あるいは専用の責任投資ガイドライン/ポリシーがあるかを指します。
戦略およびガバナンスモジュールには、組織の責任投資ポリシーが含まれており、この指標は、責任投資がどのように実施されているか、ESG問題がプライベートエクイティの事前投資および事後投資においてどのように考慮されているかについて、その詳細に焦点を当てています。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 1.1
· ILPA DDQ 10.1（Basic Questionsの項）

	PE 02.2
	以下についての説明および考察を含めることもできます。
· 責任投資ガイドラインの対象 ガイドラインが対象とするESG問題の範囲
· ガイドラインが投資対象の全セクターまたはその一部に関連するESG問題を定義しているか
· ガイドラインが広く認められている国際的な原則、規範、基準に基づいているか
· ガイドラインが組織内スタッフのESG関連の責任を定義しているか
· 組織がガイドラインを実施する際に重大な例外や変更があるか
この指標の内容は以下と重複しています。 
· PRI LP　Responsible Investment DDQ 1.2、1.3
· ILPA DDQ 10.2、10.4（Basic Questionの項）

	ロジック

	PE 02
	[PE 02.2] は、[PE 02.1]で「投資ガイドラインで責任投資を言及している」と報告された場合、適用されます。

	評価

	PE 02
	最大スコア:  3つ
この指標は[PE 02.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「責任投資ポリシーがない」または 
「投資活動は責任投資ポリシーを指針としていない」
	
	

	
	「投資活動は責任投資ポリシーを指針としている」
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	[bookmark: _Toc465856406][bookmark: _Toc22920188]プライベートエクイティファンドの資金調達



	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 03
	必須 
	コア評価
	PRI 1、4、6



	PE 03
	指標

	PE 03.1
	最新のファンド募集要項（PPMまたは同様の文書）において、責任投資に触れているかを示してください。

	
	 触れている
 触れていない
 組織は資金調達をしないため、該当しない

	PE 03.2
	最新のファンド募集要項（PPMまたは同様の文書）において、次の責任投資にどのように触れているかを示してください。

	
	 責任投資のポリシーとコミットメント
	

	
	 投資前のプロセスにおけるESG問題へのアプローチ
	

	
	 投資後のプロセスにおけるESG問題へのアプローチ
	

	
	 ESG 報告へのアプローチ
	

	PE 03.3
	ファンド募集要項（PPMまたは同様の文書）において、組織がプライベートエクイティの責任投資にどのように触れているかを説明してください。
[任意]

	
	

	PE 03.4
	組織が資金を調達しない理由を説明してください。

	
	




	PE 03
	説明

	PE 03
	この指標は、直接投資家/ゼネラルパートナー（GP）と間接投資家である顧客/リミテッドパートナーの関係がある資金調達プロセスを対象とします。特定のファンドについてGPが発行したファンド募集要項、私募覚書（PPM）または同様の文書は、受取人（LP）に対し、組織の責任投資に対するアプローチやESG問題の管理に関する概要を伝えるものです。
この指標は、ゼネラルパートナー（GP）やPEファンドの運用会社のみに適用されます。共同投資を行う資産保有者（AO）/リミテッドパートナー（LP）には適用されません。
この指標が組織に該当しても、組織は資金を調達しない場合、「組織は資金を調達しないため、該当しない」を選択してください。
組織が資金を調達していても、報告年度に積極的に資金を調達していなかった場合は、通常のアプローチを最も表しているオプションを選択してください。一般原則として、これは組織が次回の資金調達でおそらくとると思われるアプローチか、または最新の資金調達に含まれているアプローチです。
GPがPPMに含める可能性のあるESG関連情報の説明については、PRI LP責任投資DDQを参照してください。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 1.2、1.3
· ILPA DDQ 10.2、10.4（Basic Questionsの項）

	PE 03.3
	以下のような組織の通常のファンドの募集要項やPPMの内容に含まれている事項を挙げることができます。
· ポリシー（例：責任投資への言及および投資の全段階におけるESG問題の考慮）
· 投資前（例：デューデリジェンスなどのプロセスやこれらにおけるESG問題の考慮）
· 投資後（例：ポートフォリオ企業のESG実施プログラム、ESG問題を考慮した監査などのモニタリングプロセスを経た、取引を終了するまでの達成度の追跡や機会の特定）
最近発行されたファンド募集要項やPPMがある場合は報告してください。必ずしも報告年度でなくてもかまいません。

	ロジック

	PE 03
	[PE 04] は、[PE 03.1] で「組織は資金調達をしないため、該当しない」と報告した場合には適用されません。
[PE 03.2] および [PE 03.3]は、[PE 03.1] で「触れている」と報告した場合、適用されます。
[PE 03.4] は、[PE 03.1] で「触れていない」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 03
	最大スコア: ★ 3つ
この指標の評価は、[PE 03.2]への回答に基づいて行います。資産保有者やリミテッドパートナーはこの指標では評価の対象にはなりません。
「組織は資金を調達しないため、該当しない」と報告する場合には、この指標はスコアの対象とはなりません。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	ファンド募集要項またはPPM では、上記のいずれにも触れていない
	
	

	
	一つ選択
	
	

	
	二つ選択
	
	

	
	三つ選択
	
	






	PE 03
	定義

	ファンド募集要項または私募覚書（PPM）
	ファンド募集要項または私募覚書（PPM）では、潜在的な投資家が企業やその投資戦略に関する広範な情報や投資案件の仮募集条件の概要を知ることができます。これらの種類の文書は、「目論見書」としても知られています。プライベートエクイティ企業がファンドの提供を通じて資金を調達したい場合、潜在的なリミテッドパートナーや投資家に対してファンド募集要項またはPPMを発行します。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	PE 04
	自主開示 
	追加評価
	PRI 4



	PE 04
	指標

	PE 04.1
	直近のファンドのリミテッドパートナーシップ契約（LPA）において、または、投資家から求められた際に補足文書を通して、組織が責任投資を正式に確約したかについて示してください。

	
	 確約した
 LPAにおいて（標準手続きとして、原案に組み入れられている）
 LPAにおいて（投資家からの求めに応じた）
 補足文書において
 その他 
具体的に説明してください。
 確約していない
 ファンド条件で RIを正式に確約していない
 ファンド条件でRIを正式に確約することを投資家から求められなかった

	PE 04.2
	補足情報

	
	



	PE 04
	説明

	PE 04
	この指標は、ゼネラルパートナー（GP）やPEファンドの運用会社のみに適用されます。共同投資を行う資産保有者（AO）/リミテッドパートナー（LP）には適用されません。
GPが責任投資のこの側面にどのように取り組む可能性があるかについては、ファンド条件への責任投資要件の組み入れに関するPRIガイダンス（2017）を参照してください。
その他の標準/イニシアティブへの言及
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responible Investment DDQ1.4

	PE 04.1
	ファンド組成契約、リミテッドパートナーシップ契約（LPA）
投資家/LPが責任投資の実施やESG問題の考慮に対する正式な確約を要求し、それがファンド組成契約、LPA、補足文書に含まれることがあります。また、そのような確約が投資戦略、ガイドライン、マンデート中に、専用の段落を設けて、あるいは文書全体に統合される形で含まれる場合もあります。後者のアプローチではファンド組成契約、LPA、補足文書を別途作成する必要がなくなります。 
投資家/LPから最近要請されて署名したファンド組成契約、LPA、補足文書があれば報告してください。必ずしも報告年度でなくてもかまいません。
正式な確約には、実施に関して様々な水準があることに注意してください。責任投資ポリシーに言及されていても、ESG問題が業務プロセスで実施されるわけではありません。

	PE 04.2
	この指標に含まれる事項の例:
組織の責任投資のコミットメントがどのようにして正式なものとされたかについて考察を含めることができます。
· 責任投資およびESG問題に関するGPとLPとの間でのポリシーの採用および連携
· 外部の原則、標準およびガイドラインに対するコミットメント
· GP/運用会社の独自の制限に基づく、またはLPの要求に従った、特定分野への投資の除外
· 責任投資およびESG問題の考慮に向けたアプローチを実施するためのプロセスの整備
· 具体的なE・S・Gの各問題（気候変動や報酬など）およびその対処方法（必要な場合）のリストアップ
· ファンドの運用期間中、ESG問題に関する報告をどのように行うか
· ポートフォリオ企業におけるインシデントの可能性をいつ、どのように投資家に伝えるか
この指標を使って、組織のファンド条件で責任投資に対する正式なコミットメントを確約していない理由を説明することもできます。

	ロジック

	PE 04
	本セクション（指標[053および[04]）は、ファンドの資金調達や販売促進に関連する責任投資およびESGの組み入れに関するものです。従って、ゼネラルパートナー（GP）やPE運用会社のみに適用されます。共同投資を行う資産保有者（AO）/リミテッドパートナー（LP）には適用されません。

	評価

	PE 04
	最大スコア: ★ 3つ
この指標の評価は、[PE 04.1]への回答に基づいて行われます。顧客が責任投資に対する確約を求めてこない組織はこの指標では評価の対象とはならず、そのPEモジュール・スコアの分母から除外されます。
資産保有者やリミテッドパートナーはこの指標では評価の対象とはなりません。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	顧客がプライベートエクイティにおいて責任投資に対するコミットメントを求めていない
	対象外
	

	
	確約していない
	
	

	
	その他のみ選択
	
	

	
	上記以外を選択
	
	「確約した」の内、最初の3つの選択肢のどれかを選択





	[bookmark: _Toc353875868]　　セクション

	[bookmark: _Toc465856407][bookmark: _Toc22920189]投資前（投資対象の選定）



	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 05
	必須 
	ゲートウェイ
	PRI 1



	PE 05
	指標

	PE 05.1
	デューデリジェンスで組織がプライベートエクイティ投資先を選定する際、通常ESG問題を組み入れているかどうかを記載してください。

	
	 はい
	 いいえ

	PE 05.2
	ESG問題をプライベートエクイティ投資の選定に組み入れる際のアプローチを説明してください。


	
	

	PE 05.3
	補足情報
[任意]

	
	



	PE 05
	説明

	PE 05
	このゲートウェイ指標により、組織が投資先を選定する際にESG問題を組み入れているかどうかを報告できます。組織のプロセスの詳細は以降の指標で捕捉します。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsibe Investment DDQ 2.2

	PE 05.2
	投資決定に至るまでの様々な段階における組織のアプローチを説明してください。
この指標に含まれる事項の例:
· 投資前段階におけるESG問題の組み入れは顧客のマンデートによって決定されるかどうか、決定される場合はどのようにされるか
· 長短期的に、ESG問題が投資前プロセスにどのように組み入れられているか
· 下方リスクを査定し、価値を創出する機会を評価するために、どのようにESG問題を使用しているか
· セクターや地域によるESG問題の考慮の度合いの違い
· 投資戦略間、または多彩なバリエーションがある投資戦略内におけるESG問題へのアプローチの違い
範囲
この指標は、投資前の意思決定プロセスの全段階（初期スクリーニング、デューデリジェンス、投資決定）を対象とします。

	ロジック

	PE 05
	[PE 05.1] で「はい」と報告した場合、[PE 06]、[PE 07] および [PE 08] は適用されます（ [PE 05.1] で「いいえ」と報告した場合には、トリガされません）。
[PE 05.2] で「はい」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 05
	この指標は評価の対象ではありませんが、「組み入れていない」と回答すると、投資前セクション全体のスコアがゼロになります。



	PE 05
	定義

	ESGの組み入れ
	主な定義文書を参照してください。



投資後（モニタリング）


	

	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 06
	必須 
	コア評価
	PRI 1、3



	PE 06
	指標

	PE 06.1
	プライベートエクイティの投資選択プロセスにおいて組織が通常どのような種類のESG情報を考慮するかを記載してください。

	
	 対象企業の未調整データ
 他の企業に対するベンチマーク
 セクターレベルデータ/ベンチマーク
 国レベルデータ/ベンチマーク
 報告基準、業界規範、認証
 国際的イニシアティブ、宣言または基準
 ステークホルダーへの関与（例：顧客およびサプライヤー）
 組織外のリソースからの助言
 その他（具体的に記入してください）___________
 この情報を追跡していない

	PE 06.2
	投資委員会または類似の委員会において、この情報がどのように報告・検討・文書にまとめられているかを記載して下さい。

	
	




	PE 06
	説明

	PE 06.2
	これには、以下の事項を含めることができます:
· 頻繁に情報を求めているESG問題の情報源 
· 組織内で使用する情報源と、組織外のアドバイザーが使用する情報源の間に違いがあるかどうか
· 投資選択プロセスで考慮するESG情報の記録を保持しているかどうか
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP責任投資DDQ2.2, 2.4

	ロジック

	PE 06
	[PE 06] は、[PE 05.1] で「はい」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 06
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は[PE 06.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「この情報を追跡していない」または一つを選択
	
	

	
	2つを選択
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 

	
	3つから4つを選択 
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 

	
	4つより多くを選択
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 







	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 07
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1、2



	PE 07
	指標

	PE 07.1
	ディールストラクチャリングの際、ディール文書または投資後アクションプランにESG関連考慮事項を統合するためのプロセスは何ですか。

	
	 促している
 正式に / 投資後アクションプランまたは価値向上プランを通じて
 口頭により/対話を通じて
 その他（具体的に記入してください）___________
 ESG関連考慮事項に関し、ポートフォリオ企業に対する期待を設定していない

	PE 07.2
	これらの改善の種類を説明し、報告年度において事例がある場合には、その事例を提供してください。

	
	

	PE 07.3
	補足情報

	
	



	PE 07
	説明

	PE 07
	この指標では、プライベートエクイティの投資家が例えば書面（この文書は必ずしも法的拘束力を持つ契約の形式である必要はありません）により、企業の運営能力やESG問題の管理の継続的な改善を正式に奨励しているかどうかを捕捉することを目的としています。取引構造化プロセスでこれに関する検討が起こることがよくあります。取得時に、投資家は特定のESG問題に戦略的なアプローチをとり、一定期間内に（100日計画の一部としてなど）企業が価値を高める活動を実施することを提案する場合があります。
この指標の内容は以下と重複しています。 
· PRI LP Responsible Investment DDQ 2.5

	ロジック

	PE 07
	[PE 07] は、[PE 05.1]で「はい」と報告した場合、適用されます。
[PE 07.2] は、[PE 07.1] で「促している」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 07
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[PE 07.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「いいえ」
	

	
	「はい- その他」
	

	
	「はい- 口頭により/対話を通じて」
	

	
	「はい - 書面にて」
	







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	PE 08
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1




	PE 08
	指標

	PE 08.1
	報告年度において、ESG問題がプライベートエクイティ投資の選択プロセスにどのような影響を及ぼしたかを明示してください。

	
	 ESG問題はリスクの特定に役立った
 ESG問題は価値を創造する機会を特定するのに役立った
 ESG問題によって投資案件を中止することになった
 ESG問題は考慮の対象となったが、投資選択プロセスに影響を及ぼすことはなかった
その他（具体的に記入してください） ____________________
この潜在的な影響については追跡していない

	PE 08.2
	報告年度において、ESG問題がプライベートエクイティ投資取引にどのような影響を及ぼしたかを明示してください。

	
	 ESG問題は提示価格や支払い価格の面で、投資に影響を及ぼした
 ESG問題は投資後アクションプラン / 100日プランに含められた
 ESG問題は株主 / 購入契約の条件または融資のコベナンツに影響を及ぼした
 ESG問題は考慮の対象となったが、ディール・ストラクチャリング・プロセスに影響を及ぼすことはなかった
 その他（具体的に記入してください） ____________________
 この潜在的な影響については追跡していない

	PE 08.3
	補足情報

	
	




	PE 08
	説明

	PE 08.3
	この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 2.3
ここでは個別案件の詳細や個々の特性を報告するのではなく、様々な投資選択プロセスにおける影響の測定、分析、結論を一般化することが推奨されています。指標[PE19]では具体的な例を提供できます。
「ESG問題は考慮の対象となったが、投資選択/ディール・ストラクチャリング・プロセスに影響を及ぼすことはなかった」とは、ESG問題が特定されなかった場合、または、投資先選定においてESG問題を考慮したが、重大と見なされる水準を下回ると判断されたことから、投資には影響を及ぼさなかった場合などを指します。

	評価

	PE 08
	最大スコア: ★ 3つ
この指標の評価は[PE 08.1] および [PE 08.2] に対する回答に基づいています。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	PE 08.1および PE 08.2において「この潜在的な影響については追跡していない」
	
	

	
	PE 08.1またはPE 08.2のいずれかで一つ選択
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 

	
	PE 08.1およびPE 08.2で少なくとも一つ選択
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 

	
	PE 08.1およびPE 08.2で少なくとも三つ以上選択
	
	「その他」は評価にカウントするする選択肢として認められます。 





































	セクション

	[bookmark: _Toc465856408][bookmark: _Toc22920190]投資後（モニタリング）



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	PE 09
	必須 
	ゲートウェイ/コア評価
	PRI 2



	PE 09
	指標

	PE 09.1
	組織がポートフォリオ構成企業の投資モニタリングにESG問題を組み入れているかどうかを明示してください。

	
	 組み入れている
	 組み入れていない

	PE 09.2
	報告年度のポートフォリオ構成企業の中で、投資のモニタリングにESGパフォーマンスを組み入れた割合を記載してください。

	
	 ポートフォリオ構成企業の90%超
 ポートフォリオ構成企業の51〜90%
 ポートフォリオ構成企業の10〜50%
 ポートフォリオ構成企業の10%未満
（ポートフォリオ構成企業の合計数に占める割合）

	PE 09.3
	組織が通常目標（KPIなど）を設定し、モニタリングしているESG問題を記載し、問題別に例を挙げてください。

	
	ESG 問題
	問題別に例を3つまで挙げてください

	
	 E （環境）
	

	
	
	

	
	
	

	
	 S （社会）
	

	
	
	

	
	
	

	
	 G （ガバナンス）
	

	
	
	

	
	
	

	
	 目標を設定したり、モニタリングしたりしていない

	PE 09.4
	補足情報
[任意]

	
	



	PE 09
	説明

	PE 09
	この指標は、ESGパフォーマンスのモニタリングに対する組織のアプローチを捕捉することを目的としています。実施されるモニタリング活動の種類は、取締役会や経営陣の個人的な関与からポートフォリオ企業の報告書に記載されるESG情報の検討まで多岐にわたります。報告にはポートフォリオ企業すべてを含みます。
この指標の内容は以下と重複しています。 
· PRI LP Responsible Investment DDQ 3.2
· PRI monitorig / reporting Guidance 2.2、2.3

	PE 09.2
	取締役に就任中ESGパフォーマンスをモニタリングする
ポートフォリオ企業の取締役になり、ESG問題を考慮する場合、経営陣との話し合いや報告書の要求はモニタリングとみなされます。取締役であって、ESG問題を推進していない、報告書を検討していない、議論に参加していない場合は、モニタリングとして報告しないでください。ポートフォリオ企業の合計数に基づいて割合を決定してください。

	PE 09.3
	ESG問題は、セクター、ポートフォリオ企業、市場などによって異なります。この指標では、ポートフォリオ企業に関連するどのE（環境）、S（社会）、G（ガバナンス）問題についての目標を設定しモニタリングしているかについての情報を求めます。例えば、環境の目標には水資源の質およびCO2排出量などがあります。
ESGの各問題につき報告開示義務がある例は1つだけです（右側の欄）。ESGの各問題の残りの行は自主的な報告開示です。 

	PE 09.4
	投資モニタリング活動
この指標に含まれる事項の例:
· ESG問題をどのようにして継続的にモニタリングしているか、ESG問題に対する組織のアプローチは、投資後のエグジット前に関連するリスクや機会が発生すると予想される場合に異なるかどうか
· セクター、地域、PE戦略によってどのようにアプローチが異なるか
· 経営陣および取締役会とのコミュニケーションの頻度および種類

	ロジック

	PE 09
	[PE 09.1] で「組み入れている」と報告した場合、[PE 10 - PE 12] の指標が適用されます。[PE 09.1] で「組み入れていない」と報告した場合には、これらの指標は適用されません。
[PE 09.2] および [PE 09.3] は、[PE 09.1] で「組み入れている」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 09
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[PE 09.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	0% または 10%未満
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の10–50%
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の51–90%
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の90%超
	
	






	
	  　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 10
	必須 
	コア評価
	PRI 2



	PE 10
	指標

	PE 10.1
	組織がESG/サステナビリティに関連するポリシー（または同様のガイドライン）を有するポートフォリオ構成企業の割合を追跡しているかどうかを記載してください。

	
	 追跡している
	 追跡していない

	PE 10.2
	ESG/サステナビリティポリシー（または同様のガイドライン）を有するポートフォリオ構成企業の割合を記載してください。

	
	 ポートフォリオ構成企業の90%超
 ポートフォリオ構成企業の51〜90%
 ポートフォリオ構成企業の10〜50%
 ポートフォリオ構成企業の10%未満
 ポートフォリオ構成企業の0%
（ポートフォリオ構成企業の合計数に占める割合）

	PE 10.3
	補足情報
[任意]

	
	



	PE 10
	説明

	PE 10.1
	組織がすべてのポートフォリオ企業のESG/サステナビリティ関連ポリシーのサブセットを追跡している場合でも、「はい」と報告してください。

	PE 10.2
	ポートフォリオ企業の合計数に基づいて割合を決定してください。
ESG/サステナビリティポリシーとは、戦略、目標、運営、報告実務におけるESG問題に対するポートフォリオ企業のアプローチ方法に関する独立した、または他のポリシーに統合された全体的な声明を指します。そのようなポリシーでは通常、 ESG問題を対象とし、ポートフォリオ企業の対応姿勢や方法の概要を示しています。
適切なESG/サステナビリティポリシー、業務、目標をすでに有し、ESG問題を統合するために必要な行動がとられていると組織が考えるポートフォリオ企業を含めてください。こうした行動は、個々のポートフォリオ企業がESGパフォーマンスを管理し改善する必要性によって、実施の重要度が異なる場合があります。

	PE 10.3
	ポートフォリオ資産/企業は異なる発展段階にあることが多く、ESG問題をポリシーや業務に組み入れる進捗度も多様です。例えば、一部の企業ではESGパフォーマンスが乏しいために（この分野の改善によって成長機会をもたらし、価値を増大する可能性があるという前提で）買収された可能性さえあります。こうした差異が報告された情報にどのような影響を与えるかに焦点を当ててもよいでしょう。

	ロジック

	PE 10
	[PE 10] は、[PE 09.1] で「組み入れている」と報告した場合、適用されます。
[PE 10.2] は、[PE 10.1] で「追跡している」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 10
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[PE 10.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	0% または 10%未満
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の10–50%
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の51–90%
	
	

	
	ポートフォリオ構成企業の90%超
	
	









































	
	指標のステータス
	目的
	原則

	PE 11
	自主開示 
	追加評価
	PRI 2



	PE 11
	指標

	PE 11.1
	ポートフォリオ構成企業がESG問題を業務に組み入れるため実施している対策の種類およびこれらの活動を実施しているポートフォリオ企業の割合を記載してください。

	
	ポートフォリオ企業が実施している活動の種類
	　実施しているポートフォリオ企業の割合

	
	 ESG問題の責任を取締役会/
経営陣に割り当てる
	 ポートフォリオ構成企業の90%超
 ポートフォリオ構成企業の51〜90%
 ポートフォリオ構成企業の10〜50%
 ポートフォリオ構成企業の10%未満
 この情報を追跡していない
（ポートフォリオ構成企業の合計数に占める割合）

	
	 取締役会の構成員がESG関連の専門知識を有するよう万全を図る
	[同上]

	
	 リスク管理プロセスにおいてESG問題を検討する
	[同上]

	
	 業務に該当するESG問題の
パフォーマンス目標を明確に設定する
	[同上]

	
	 ESG問題を通じて付加価値を高めるまたはリスクを低減させ得る外部関係者またはステークホルダーを特定し協働する
	[同上]

	
	 環境/社会管理システム (ESMS) または類似の
システムを開発し導入する
	[同上]

	
	 その他（具体的に記入してください） ______________
	[同上]

	
	 上記のいずれも行っていない

	PE 11.2
	ポートフォリオ構成企業のリソーシングとESG問題の管理に組織がどのように貢献しているかを説明してください。

	
	




	PE 11
	説明

	PE 11.1
	ポートフォリオ構成企業の合計数に基づいて割合を決定してください。

	PE 11.2
	実施される活動の種類には、取締役会や経営陣との個人的な関与から、いくつかのポートフォリオ構成企業が参加するワークショップの形態でベストマネジメントプラクティスを共有することまで多岐にわたります。これには、組織による保有活動や影響の結果（追跡している場合）、ポートフォリオ構成企業においてESGのリスクや機会が全般的にどのように組み入れられているかについての説明が含まれます。 
ポートフォリオ構成資産/企業は異なる発展段階にあることが多く、ESG問題をポリシーや業務に組み入れることについてもその進捗状況は一様ではありません。例えば、（この分野の改善が成長機会をもたらし、潜在的に価値を増大させることができるという前提に立つと）ESGパフォーマンスが振るわないために買収された企業が存在することも考えられます。報告した情報にそうした差異がどのように影響するかという点に注目することもできます。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 3.3、3.4、3.5
· PRI monitring / reporting Guidance 2.2

	ロジック 

	PE 11
	[PE 11] は、[PE 09.1] で「組み入れている」と報告した場合、適用されます。

	評価

	PE 11
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[PE 11.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択した回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	ポートフォリオ構成企業は「上記のいずれも行っていない」
	
	

	
	一つの対策かつ 0%超で実施
	
	

	
	二つ以上の対策かつ10%超で実施
	
	

	
	三つの対策または50%超で実施 
	
	



	PE 11
	定義

	環境/
社会管理
システム 
	E&Sの課題およびリスクの検討・管理を行うための管理システム（公式および非公式両方）の一つであり、各種手続き、経営陣のコミットメント、役割と責任の明示およびその後の指導から構成されています。 





	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 12
	自主開示 
	説明
	PRI 2,3



	PE 12
	指標

	PE 12.1
	ポートフォリオ企業に請求するESG問題に関する報告書の種類および頻度、報告書を受領する頻度を記載してください。

	
	報告書の種類 
	標準的な報告頻度 

	
	 経営陣による情報開示、財務情報およびESGデータが統合されている包括的なポートフォリオ構成企業の報告書など
	 四半期毎またはそれ以上
 半年毎
 毎年
 年1回以下
 不定期/要求に応じて（具体的に記入してください）_________

	
	 ESG問題を対象とする目標やKPIに焦点を当てた独立した報告書
	[同上]

	
	 その他（具体的に記入してください） __________
	[同上]

	
	 ESG問題に関する報告書を請求していない/ポートフォリオ構成企業が提供していない

	PE 12.2
	ポートフォリオ企業に対し、どの程度の報告を要求しているか説明してください。また、ESG報告が対象としている資産の割合を示してください。

	
	



	PE 12
	説明

	PE 12
	この指標は、組織がポートフォリオ構成企業に対し、ESGの取り組みを測定し、この情報を報告することをどの程度求めているかについての情報を求めています。ESG関連の行動や結果は、ポートフォリオ構成企業の報告サイクルや投資家の意向によって様々な指標で測定できます。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 3.2.

	PE 12.2
	この指標に含まれる事項の例:
· 組織がポートフォリオ構成企業に要求するESG情報の性質。
· 他よりも頻繁に要求されるESG情報があるかどうか。
· 情報の形式は組織内または組織外の基準、指標、テンプレートに基づいているかどうか。ポートフォリオ構成企業のための組織外のテンプレートやガイダンスには、国際金融公社（IFC）、Global Reporting Initiative（GRI）、国連グローバル・コンパクト（UNGC）などがあります。
· ポートフォリオ構成企業に対し、重要情報を1つの報告書に統合するように要求することにより、組織の最大の利益が確保されると考えているかどうか、あるいは別々の報告を受け取る方が望ましいか

	ロジック 

	PE 12
	[PE 12] は、[PE 09.1] で「組み入れている」と報告した場合、適用されます。



	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 13
	自主開示 
	追加評価
	PRI 2



	PE 13
	指標

	PE 13.1
	報告年度に、プライベートエクイティ投資をエグジットする前に、組織がESG問題に関する情報を潜在的な買い手に開示したかどうかを記載してください。

	
	 ESG問題をエグジット前の情報に含めた
 ESG問題をエグジット前の情報に含めなかった
 該当なし。報告年度にエグジットがなかった

	PE 13.2
	開示以外に、エグジット時に組織がESG問題をどのように考慮しているかを説明してください。

	
	

	PE 13.3
	補足情報

	
	



	PE 13
	説明

	PE 13
	この指標は、ポートフォリオ企業を保有している間のESGパフォーマンスが、関連が高いと思われることに基づいて潜在的な買い手に開示されているかどうかを捕捉することを目的としています。報告年度における進行中、および最終決定したエグジットの数による比率を決定してください。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 3.6

	PE 13.2
	エグジット時に買い手への情報開示以外に、ESG問題をどのように考慮するかなどを含めることができます。以下はその具体例です。
· 潜在的な買い手のデューデリジェンス（例：ESGの実績、ポリシーや管理、ESG問題、法務、マネーロンダリング問題を対象とする国際的な基準や規範の遵守）
· 潜在的な買い手の意図、潜在的な買い手との利害の一致（例:買い手がポートフォリオ企業のESG戦略を変更するかどうか）
· エグジット時に発生する可能性がある利益相反の分析
· 社員、地域コミュニティ、地域環境に対するエグジットの影響の評価
· ディール・ストラクチャーの透明性および評判リスク（例:エグジットがメディアに注目される）
また、エグジット時のESGの考慮はマンデートによって決定されているかどうか、組織内または組織外の誰がエグジット時のESG問題に関与するのかについて説明してください。

	評価

	PE 13
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[PE 13.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「該当なし。報告年度にエグジットがなかった」
	該当なし
	

	
	「ESG問題をエグジットの情報に含めなかった」
	
	

	
	「ESG問題をエグジット前の情報に含めた」
	
	




	PE 13
	定義

	エグジット
	ファンドが行った投資の現金化。これは通常、ポートフォリオ構成企業の売却または新規株式公開（IPO）の形態をとります。



	[bookmark: _Toc353875870]セクション

	[bookmark: _Toc465856409][bookmark: _Toc22920191]成果および結果



	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 14
	自主開示 
	追加評価
	PRI 1,2



	PE 14
	指標

	PE 14.1
	プライベートエクイティ投資における責任投資へのアプローチが業績やESGパフォーマンスに及ぼす影響を測定しているかどうかを記載してください。

	
	 ESG問題へのアプローチが投資対象の財務業績に影響を及ぼしているかどうかを測定している
 ESG問題へのアプローチが投資対象のESGパフォーマンスに影響を及ぼしているかどうかを測定している
 上記のいずれも測定していない

	
	以下への影響を説明してください:

	
	a) 投資対象の財務業績
	 プラスの影響
 マイナスの影響
 影響はなかった

	
	b) 投資対象のESGパフォーマンス
	 プラスの影響
 マイナスの影響
 影響はなかった

	PE 14.2
	こうした結果を決定する方法について説明してください。

	
	





	PE 14
	説明

	PE 14
	この指標の目的は、ESG問題の考慮および管理が業績およびESGパフォーマンスの両方に与える好影響、悪影響を捕捉することです。影響は投資前の活動（例：最善の企業の選択）または投資後の影響のいずれかから生じます。
財務業績
営業費用の減少、純営業利益（NOI）の増加、資本化などが含まれます。財務リスクの削減もこのカテゴリに含まれることに注意してください。
ESGパフォーマンス
これは、ファンドまたは個々の投資対象の期間全体を通じてESGのリスクや機会がもたらす実績を追跡することに関連しています。
具体例としては、水資源やエネルギー効率の改善、廃棄物の削減、公衆安全に関する事故の減少などが含まれます。尚、ESGリスクの削減もこのカテゴリに含まれますのでご留意下さい。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 3.7

	PE 14.2
	財務リターン、リスク、ESGパフォーマンスにESG問題が与える影響をどのように測定しているかを説明してください。二酸化炭素関連のベンチマーク比較を行っている場合は、それを報告することを強く推奨します。
ESG問題（例：温室効果ガス排出量、水の消費量）および実績を評価するために使用する財務的手段を明らかにし、これらの手段をプロセスに使用する際の実務的な問題について説明することが奨励されています。

	ロジック

	PE 14
	 [PE 14.2]は、ESG問題がファンドの業績、ESGパフォーマンスまたはリスク/ボラティリティに影響するかどうかを測定している、と回答する場合に適用されます。関連する行のみが適用されます。

	評価

	PE 14
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[PE 14.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれも測定していない」
	
	

	
	「財務業績またはESGパフォーマンスのいずれかを測定している」 
	
	

	
	「財務業績およびESGパフォーマンスの両方を測定している」 
	
	








	
	　　指標のステータス
	　　目的
	　　原則

	PE 15
	報告義務
自主開示 
	説明
	PRI 1、2



	PE 15
	指標

	PE 15.1
	報告年度中に潜在的および/既存のプライベートエクイティ投資において特定したESG問題の事例を挙げてください。

	
	投資段階 
	ESG　問題
	セクター
	投資への影響
（またはその可能性）
	投資に影響するために実施する活動およびその反応

	
	ドロップダウンリスト: 
[初回スクリーニング、デューデリジェンス、投資判断、投資モニタリング、イグジット前]
	
	
	
	

	PE 15.2

	ESG要因の重大性をどのように定義し評価しているのか記載して下さい。

	
	



	PE 15
	説明

	PE 15.1
	ESG問題
ESGリスクまたは機会のいずれかを報告してください。
投資への影響（またはその潜在的な可能性）
以下について報告して下さい。
財務、評判またはESGに関連した（潜在的な）影響　
投資に影響するために実施する活動およびその反応
投資先（ポートフォリオ構成企業）が適切な行動を取るために、組織はどのように直接または間接的な影響を試みたかを簡単に説明してください。関与した人、行動の理由および目的の概要を説明できます。行動は当然ながら、組織の保有活動によって、また保有の持分、持ち株比率などが投資に影響を与える能力によって、ESG問題がどのように対応されているかによって異なります。組織が提案した活動に対し投資がどのように反応したか、また特定されたESG問題に対応するためにポリシーや業務がどのように使用されたかについて（該当する場合）説明してください。
提供できる事例の数は、組織の投資プロセスやモニタリング活動にESG問題をどのように組み入れているかによって異なります。可能な限り、これらの例はESG問題をどのように組み入れているかを示す最も具体的な例を中心に回答してください。企業名を公表する必要はありません。
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 2.1
· PRI monitoring / reporting Guidance2.1




	
事例

	ESG問題
	セクター
	投資への影響（またはその可能性）
	投資に影響するために実施する
活動およびその反応

	E （環境）
	製造業
	地下水の汚染が確認されたことで、将来の業績や環境リスクが高まる
	行動計画が策定され、軽減策が開始されている





成果および結果


	[bookmark: _Toc353875871]セクション

	[bookmark: _Toc465856410][bookmark: _Toc22920192]コミュニケーション



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	PE 16
	報告義務
自主開示
	説明
	PRI 6



	[bookmark: _Hlk500333301]PE 16
	指標

	PE 16.1
	プライベートエクイティ投資におけるESGのインシデントを投資家である顧客（LP）に開示する際の組織のアプローチについて説明してください。

	
	



	PE 16
	説明

	PE 16.1
	この指標に含まれる事項の例:
· インシデントが発生した場合に従うポリシーと手順、および投資家への通知方法
· 投資家への即時開示と可能なかぎり早急な開示のいずれが適当であるかの決め手となるインシデントまたは事象の種類
· 重大なインシデントまたは事象の際に、投資家が期待する開示の種類
· 投資家がESG問題について投資の専門家やポートフォリオ企業の経営陣と協議するきっかけとなる特定の状況があるか
· ポートフォリオ企業はESGインシデントをどのように報告してくるべきか
· インシデントおよびその対処に必要な行動をどう評価しているか
· そのインシデントおよび行動をLPにどう伝えているか
· インシデントの発生時、その対処期間中、およびその解決後にLPが期待する開示の種類を説明してください（関連する守秘義務の考慮事項を検討）
この指標の内容は以下と重複しています。
· PRI LP Responsible Investment DDQ 4.3
· PRI monitoring / reporting Guidance 3.1、3.2

	ロジック

	PE 16
	[PE 16]は特に投資家である顧客へのコミュニケーションとインシデントの報告に関連しています。従って、ゼネラルパートナー（GP）やPE運用会社のみに適用されます。共同投資を行う資産保有者（AO）/リミテッドパートナー（LP）には適用されません。
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